
令和８年３月５日 

 

消防車両の自走事案について（報道発表） 

 

 

令和８年３月４日（水）１８時２０分頃、紀勢地区広域消防組合奥伊勢消防署（大台町佐

原７５４番地）前の国道４２号線において、当本部所属の消防ポンプ自動車が無人の状態で

自走する事案が発生しました。 

 

１ 発生状況 

管内出向から帰署後、消防署車庫に駐車した際、運転者（２０歳代、男性、消防士）が

サイドブレーキをかけずに降車し、さらに車輪止めを実施していなかったことにより、車

両が無人のまま動き出しました。 

車両は消防署の敷地内から国道４２号線へ進入し、同国道を横断（（１１０ｍ）したのち、

前輪が縁石ブロックを乗り越えて停止しました。 

 

２ 被害状況 

• 一般車両および歩行者への被害は確認されておりません。 

• 国道（下り車線）の縁石ブロックに一部破損が生じています。 

• 消防車両の損傷状況については現在調査中です。 

 

３ 現在の対応 

当本部では、警察と連携しながら詳細な状況確認を進めるとともに、再発防止に向けた

事案検証および運転管理の徹底を図ってまいります。 

本事案は、重大な事故につながるおそれのあるものであり、住民の皆さまに多大なるご

心配をおかけしましたことを、深くお詫び申し上げます。 

 

４ 問い合わせ先 

紀勢地区広域消防組合消防本部（総務課 

電話：０５９８－８２－３６１２ 

 

 

 

 

 

 


